
    

大
阪
平
和
委
員
会
は
、
５
月
１２
日 

大
阪
市
中
央
区
内
で
第
６８
回
定
期
総

会
を
昨
年
よ
り
多
い
４１
人
の
出
席
で

開
き
ま
し
た
。 

近
藤
理
事
長
の
司
会
の
も
と
、
最

初
に
山
本
陽
子
副
会
長
が
開
会
あ
い

さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
西

晃
会
長(

左
写
真)
が
恒
例
の
憲
法
講

演
を
行
い
ま
し
た
。 

西
会
長
は
そ
の
講
演
の
中
で
国
が

戦
争
を
行
う
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
次

の
８
つ
に
ま
と
め
、
平
和
委
員
会
が

き
な
臭
い
動
き
を
止
め
る
運
動
の
先

頭
に
立
と
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

１
．
軍
隊
が
チ
カ
ラ
を
持
ち
偉
そ
う

に
す
る
。 

２
．
一
部
の
人
が
自
分
た
ち
で
重
要

な
決
定
を
す
る
よ
う
に
な
る
。

(

独
裁)

 
 

３
．
情
報
が
一
握
り
の
人
に
独
占
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。(

情
報
統

制) 
 

              

  

 ４
．
日
常
の
中
に
、
戦
争
が
深
く
根
を

張
る
よ
う
に
な
る
。(

軍
国
主
義

国
家) 

 

５
．
良
い
悪
い
の
価
値
観
を
権
力
が
指

示
す
る
よ
う
に
な
る(

教
育
・
文

化
統
制)

 
 

６
．
日
常
が
常
時
監
視
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
。(

監
視
国
家) 

 

７
．
お
金
の
使
い
道(

予
算
）
が
軍
事

優
先
に
な
る
。
富
が
偏
在
す
る
よ

う
に
な
る
。
（
格
差
・
不
公
正
社

会
） 

８
．
国
が
一
番
大
事
と
い
う
考
え
方
が

当
然
の
こ
と
と
な
る
。(

国
家
主

義
・
地
方
政
治
軽
視) 

 

西
会
長
の
憲
法
講
演
の
後
、
こ
の
１

年
間
の
２５
名
の
物
故
者
に
黙
祷
を
捧

げ
ま
し
た
。 

次
に
片
方
真
佐
子
副
会
長
と
青
年
学

生
部
の
伊
地
知
浩
平
さ
ん
が
議
長
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

次
い
で
来
賓
あ
い
さ
つ
と
メ
ッ
セ

ー
ジ
の
紹
介
の
後
、
役
員
の
立
候
補

の
受
け
つ
け
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

             

   

こ
の
後
、
上
羽
事
務
局
長
が
沢
山
の 

写
真
を
使
い
な
が
ら
２
０
２
３
年
度 

活
動
報
告
と
２
０
２
４
年
度
の
活
動
方

針
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。 

次
い
で
吉
田
事
務
局
次
長
が
２３
年

度
の
財
政
報
告
と
新
年
度
財
政
方
針 

提
案
し
た
後
、
加
藤
秀
雄
さ
ん
が
会

計
監
査
報
告
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
後
、
地
域
、
職
場
、
青
年
な

ど
か
ら
元
気
な
発
言
が
相
次
ぎ
ま
し

た
。 休

憩
後
討
論
に
移
り
、
地
域
か
ら 

元
気
あ
ふ
れ
る
取
り
組
み
の
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
都
島
、
東
住
吉
、

高
槻
・
島
本
、
西
淀
川
、
堺
、
東
大

阪
、
ミ
ナ
ミ
、
八
尾
、
天
王
寺
、
青

年
学
生
部
な
ど
が
発
言
し
ま
し
た
。 

こ
の
討
論
の
あ
と
、
２
０
２
３
年

度
活
動
総
括
・
収
支
、
２
０
２
４
年 

度
活
動
方
針
・
予
算
案
及
び
役
員
案

が
全
員
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

仲
間
づ
く
り
顕
彰
で
は
１４
名
に
図 

書
カ
ー
ド
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

           

   

選
出
さ
れ
た
役
員
は
以
下
の
通
り

で
す
。
＊
敬
称
略 

◇
会 

長―

西 

晃 
 

◇
副
会
長―

岩
田
幸
雄
、
山
本
陽
子 

片
方
真
佐
子
、 

 

◇
理
事
長―

近
藤
正 

◇
副
理
事
長―

中
村
玉
枝 

上
羽
治
雄 

◇
事
務
局
長―

亀
井
明
子 

◇
事
務
局
次
長―

吉
田
一
江 

太
田
弘
司 

◇
会
計
監
査―

加
藤
英
雄 

西
山
幸
代 

◇
常
任
理
事
３１
名
、
理
事
１２
名 

◇
顧
問―

小
林
徳
子 

総
会
で
は
２６
名
の
物
故
者
に
黙
祷

を
さ
さ
げ
ま
し
た
。 

な
お
、
総
会
に
は
次
の
団
体
よ
り
心

温
ま
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。 こ

こ
に
記
し
て
改
め
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

１
．
大
阪
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
連
帯
委
員
会 

 

２
．
大
阪
憲
法
会
議
・
共
同
セ
ン 

 
 

 

タ
ー 

 

３
．
大
阪
府
保
険
医
協
会 

４
．
大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会 

５
．
大
阪
民
主
医
療
機
関
連
合
会 

６
．
原
水
爆
禁
止
大
阪
府
協
議
会 

７
．
全
大
阪
生
活
と
健
康
を
守
る 

 

 
 

連
合
会 

８
．
非
核
の
政
府
を
求
め
る
大
阪 

 
 

の
会 

９
．
日
本
共
産
党
府
委
員
会 

 

１０
．
平
和
を
願
い
戦
争
に
反
対
す 

 

 
 

 

る
大
阪
戦
没
者
遺
族
の
会 

                     

．． 
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大
軍
拡
・大
増
税
許
す
な
！ 

大
阪
平
和
委
員
会
総
会
を
開
催 

 

大
阪
平
和
委
員
会
総
を
開
催 
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          【 ６月の行事案内】 

５日(水) 常任理事会  18：00～ 

７日(金) 沖縄県議告示（16日投票） 

13日(木) 日本平和委員会常任理事会 15：00 垂水区文化 

                       センター 

14日(金) 日本平和委員会全国大会全大会（～15日）  

13：30 垂水区文化センター 

16日(日) 沖縄県議会選挙投票日 

23日(日) ６・23近畿のつどい 14：00 国労大阪会館 

29日(土） 大阪母親大会  12：45   クレオ大阪中央 

24日(土) 日本平和委員会定期全国大会オンライン(～25 日） 

30日(金) 平和行進出発式 11：45 柏原市役所前   

２３５２号 

 

 

 

 

 

 

２０２４年５月２５日（日）
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２３５２号 

亀
井
新
事
務
局
長
の
決
意 

新
し
く
事
務
局
長
に
な
り
ま
し
た

亀
井
で
す
。
総
会
で
は
、
西
会
長
の

講
演
に
学
び
、
地
域
の
組
織
や
青
年

な
ど
各
分
野
で
の
頑
張
り
や
多
彩
な

活
動
を
共
有
で
き
て
素
晴
ら
し
い
総

会
で
し
た
。
諸
先
輩
、
仲
間
と
共
に

戦
争
さ
せ
な
い
、
平
和
、
民
主
主

義
、
人
権
を
守
る
活
動
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
頑
張
る
決
意
を
あ
ら
た
に
し

ま
し
た
。
上
羽
さ
ん
、
吉
田
さ
ん
、

総
会
に
携
わ
っ
た
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 



    

５
月
３
日
は
憲
法
記
念
日
。
改
憲

が
議
論
さ
れ
る
な
か
、
道
行
く
若
者

た
ち
は
憲
法
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。 

大
阪
平
和
委
員
会
青
年
学
生
部
と

青
年
協
議
会
は
、
こ
の
日
８
回
目
の

「
若
者
１
０
０
人
に
聞
く
憲
法
ア
ン

ケ
ー
ト
」
を
阿
部
野
橋
歩
道
橋
周
辺

で
午
前
９
時
３０
分
か
ら
１１
時
３０
分

ま
で
計
２１
人
で
実
施
し
ま
し
た
。 

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
く
れ
た
若

者
は
１
０
４
人
（
内
訳
は
１２
歳
～

３６
歳
で
平
均
年
齢
は
１６
・
５８
歳
）

で
し
た
。 

憲
法
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
す
る
青
年

学
生
部
の
見
解―

 

本
日
施
行
７６
年
目
を
迎
え
、
日
本

国
憲
法
に
つ
い
て
改
憲
が
論
議
さ
れ

る
中
、
道
行
く
若
者
た
ち
に
は
ど
の

よ
う
に
映
っ
て
い
る
の
か
。
憲
法
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
、
私

た
ち
大
阪
平
和
委
員
会
青
年
学
生
部

は
、
２
０
１
４
年
か
ら
８
回
目
の

「
若
者
１
０
０
人
に
聞
く
憲
法
ア
ン

ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
、
大
阪
の
若
者

の
意
識
調
査
を
行
っ
た
。 

昨
年
１２
月
の
「
安
保
３
文
書
」
の

閣
議
決
定
を
受
け
て
、
防
衛
費
の
増

額
に
つ
い
て
の
設
問
を
加
え
た
。
全

国
で
の
集
計
に
つ
い
て
は
後
日
、
日

本
平
和
委
員
会
機
関
紙
「
平
和
新
聞
」

紙
面
に
て
発
表
す
る
。 

 

 

以
下
が
主
な
設
問
と
そ
の
回
答
結 

果
。 

設
問
１
「
５
月
３
日
は
何
の
日
？
」 

の
問
い
で
「
憲
法
記
念
日
」
と
正
解

し
た
若
者
は
２５
人
（
２４
・
０
％
） 

   

と
な
っ
た
。
誤
回
答
・
無
回
答
は
７９ 

人
（
７６
．
０
％
）
だ
っ
た
。 

 

誤
回
答
と
し
て
、
「
建
国
記
念
日
」

「
憲
国
記
念
日(

マ
マ)

」
が
合
わ
せ

て
６
人
、
「
ご
み
の
日
」(

４
人)

や

「
こ
ど
も
の
日
」(

６
人)

「
み
ど
り

の
日
」(

４
人)

が
目
立
っ
た
。 

設
問
２
「
憲
法
は
変
え
る
べ
き

か
？
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
改

憲
賛
成
（
変
え
る
べ
き
、
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
変
え
る
べ
き
）
の
回
答
数

が
１６
人
（
１５
・
４
％
）
に
対
し
て
、

改
憲
反
対
（
変
え
る
べ
き
で
な
い
、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
変
え
る
べ
き
で

な
い
）
の
回
答
数
が
２２
人
（
２１
・

２
％
）
と
上
回
っ
た
。
た
だ
し
、

「
わ
か
ら
な
い
」
と
回
答
し
た
若
者

が
６６
人
（
６３
・
５
％
）
と
相
変
わ

ら
ず
多
数
を
占
め
た
。 

 

変
え
る
べ
き
派
の
意
見
と
し
て
は
、

「
（
ど
こ
を
変
え
た
い
か
）
９
条
」

と
い
う
回
答
の
ほ
か
、
「
現
代
社
会

向
き
で
は
な
い
」
「
新
し
い
時
代
に

あ
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
、
男
女
差
別

な
ど
」
と
い
っ
た
日
本
国
憲
法
が
時 

代
に
合
わ
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う 

          

    

認
識
の
回
答
が
２
件
。
最
も
多
か
っ

た
の
が
、
「
同
性
婚
あ
り
に
し
た
い
」

「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
た
ち
の
対
応
」
と

い
う
よ
う
な
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

権
利
に
関
す
る
回
答
で
、
４
件
に
の

ぼ
っ
た
。
昨
年
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
影
響
も
あ
り
、

憲
法
９
条
・
安
全
保
障
に
関
す
る
自

由
記
述
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
が
、

今
年
は
ほ
と
ん
ど
見
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
。
一
方
で
、
個
人
の
尊
厳
や
人

権
の
尊
重
に
つ
い
て
若
者
の
関
心
が

高
い
こ
と
が
う
か
が
え
た
。 

 

ほ
か
に
「
タ
ト
ゥ
ー
が
入
っ
て
い

た
ら
温
泉
に
入
れ
な
い
と
い
う
と
こ

ろ
」
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。 

設
問
３
「
憲
法
９
条
に
つ
い
て
は
変

え
る
べ
き
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し

て
は
、
９
条
を
変
え
る
べ
き
だ
と
回 

答
し
た
若
者
は
１０
人
（
９
・
９
％
｝

に
と
ど
ま
り
、
変
え
る
べ
き
で
な
い 

と
回
答
し
た
若
者
は
５９
人
（
５６
・

７
％
）
だ
っ
た
。
「
わ
か
ら
な
い
」

と
回
答
し
た
若
者
も
３５
人
（
３３
・

７
％
）
い
た
。 

 

９
条
を
変
え
る
べ
き
だ
と
回
答
し

た
若
者
か
ら
は
「
攻
撃
さ
れ
た
時
国

を
守
れ
る
」
「
治
安
維
持
の
た
め
」

と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。
反
対
の
意

見
と
し
て
は
「
戦
争
は
武
器
を
使
う

こ
と
に
よ
っ
て
始
ま
る
と
思
う
か
ら
」 

「
過
去
の
悲
劇
を
二
度
と
引
き
起
こ

さ
な
い
た
め
」
「
戦
争
は
嫌
！
」
な

ど
と
い
っ
た
回
答
が
あ
り
、
明
確
に

戦
争
に
対
す
る
拒
否
感
を
示
す
自
由

記
ｇ
述
が
２６
件
と
多
数
を
占
め
た
。 

   

戦
争
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
９
条

が
変
え
ら
れ
る
こ
と
が
戦
争
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
と
、

９
条
に
よ
っ
て
平
和
が
守
ら
れ
て
き

た
と
い
う
認
識
が
強
か
っ
た
。 

   
 

大
阪
平
和
委
員
会
は
、
沖
縄
「
返

還
」
か
ら
ち
ょ
う
ど
５２
年
目
の
５
月

１５
日
正
午
か
ら
１
時
前
ま
で
近
鉄
上

本
町
駅
前
で
沖
縄
連
帯
行
動
を
１１
人

の
参
加
で
実
施
し
ま
し
た
。 

こ
の
行
動
を
通
し
て
「
辺
野
古
新

基
地
建
設
の
断
念
を
求
め
る
署
名
」

を
１２
筆
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

上
羽
治
雄
事
務
局
長
と
天
王
寺
平

和
委
員
会
の
平
嶋
正
さ
ん
と
う
た
ご

え
協
議
会
の
鬼
塚
良
弘
の
３
人
が
、

マ
イ
ク
を
通
し
て
「
今
日
沖
縄
は
本

土
に
復
帰
し
て
５２
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
し
か
し
、
沖
縄
は
今
な
お
巨
大

な
米
軍
基
地
が
居
座
り
、
経
済
発
展

が
さ
ま
た
げ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
岸
田
政
権
に
よ
る
『
安
保
３
文

書
』
な
ど
で
で
、
本
格
的
な
軍
事
要

塞
に
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
」 

         

 

   

「
辺
野
古
新
基
地
建
設
を
止
め
さ

せ
、
ジ
ュ
ゴ
ン
の
生
息
す
る
辺
野
古

の
き
れ
い
な
海
を
守
る
た
め
署
名
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
訴
え

ま
し
た
。 

 

署
名
に
協
力
を
し
て
く
れ
た
７０
代

の
女
性
は
、
署
名
を
し
な
が
ら
「 

今
に
も
第
３
次
世
界
大
戦
が
起
こ
り

そ
う
で
す
。
今
こ
そ
み
ん
な
で
何
か

し
て
い
か
な
あ
か
ん
」
と
励
ま
し
て

く
れ
ま
し
た
。 

 

沖
縄
連
帯
行
動 

憲
法
「
９
条
変
え
る
べ
き
で
な
い
」が
「
変
え
る
べ
き
」を
上
回
る―

憲
法
ア
ン
ケ
ー
ト 

憲
法
ア
ン
ケ
ー
ト 

 

 

       日本平和委員会 第７４回定期全国大会の開催要項 

●日  時  ６月１４日（金）13 時半～１５日（土）15 時 神戸市垂水区 

●日  程  14 日  12：00 受付 

13：30 全体会（開会集会）―議長選出、開会あいさつ、

報告と提案、全体討論など 

17：30 終了 

        15 日 9:30      分科会 

           11:45     昼食・移動 

          13：00 全体会―分科会報告、討論のまとめ、議案採決、 

閉会あいさつなど 

          15：00 閉会 
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